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自民党和歌山県連は全力を傾注して頑張ります。

●国民総所得  36 兆円増加
　本年にはリーマンショックで失った50兆円を取り戻す見込み

●就業者数  110 万人増加
　6,270 万人（2012年）→ 6,376万人（2015年）

●有効求人倍率  24 年ぶりの高水準
　�0.83 倍（2012年 12月）→ 1.34 倍（2016年 4月）
　史上初めて47都道府県すべてで１倍を超えた

●若者の就職率  過去最高
　�大学生は1997年卒の調査開始以降、過去最高（97.3%）
　高校生は24年ぶりの高水準（97.7%）

●給与  3 年連続で 2% 水準の賃上げ
　今世紀最も高い水準（2%水準）の賃上げを3年連続で実現

●企業収益  過去最高（2015 年：70.8 兆円）
　大企業のみならず、中小企業も過去最高

●税収  21 兆円増加
　�78.7 兆円（2012年度）→ 99.5 兆円（2016年度見込み）
　法人関係税は47都道府県すべてで2桁増

●企業の倒産件数  25 年ぶりの低水準
●外国人旅行者数  過去最高（約 2,000 万人）
　訪日外国人による消費額は過去最高（約3.5 兆円）

日本を、力強く前へ進めます。

「経済の好循環」を、さらに加速。

安倍政権の成果

自民党総務会長・自民党和歌山県連会長

衆議院議員　二  階  俊  博
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・自然や歴史を活かした観光、農林漁業、地場産業、商店街の振興

・県内企業への金融支援強化

・起業から事業企画、製品化、販路開拓まで一貫支援

・新技術、新分野へのチャレンジ支援

・コンパクトで活力のあるまちづくりの推進

・医療技術や宇宙航空産業など成長産業、先進企業を誘致

・メタンハイドレート採取や海流発電などの海洋開発

・電源立地開発

・県立医大薬学部など県益にかなう大学設置、誘致

・県産品のブランド化と輸出も含めた販路開拓支援

・みかん、梅、桃、柿の輸出など果樹王国らしい対策

・農家の収入保険制度創設

・木使い社会の創造と低コスト林業の推進

産業を元気にして          
働く場所を増やします！

提案
①

空青し、山青し、海青し       
和歌山らしい農林水産業振興

提案
②
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・商業捕鯨の再開やカツオなど海洋資源の確保

・射撃場設置など具体的な鳥獣害対策

・地産地消、食育の推進

・農林水産業の機械化、コスト縮減対策

・県内に多数ある危険ため池の改修促進

・漁港の津波対策

観光立県宣言　
提案
③
・地域に眠る新たな観光資源の創出

・ＩＲ（統合型リゾート）誘致

・インバウンド（訪日外国人の誘客）推進

・Wi-Fi、ＱＲコードなどを活用した観光の情報化

・おもてなしができる人材養成やサービス開発

・紀伊路の世界遺産追加登録

・ジオパーク、世界農業遺産の活用
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・世界津波の日（11 月５日）に合わせた防災訓練や教育啓発の推進

・避難タワー、避難路建設など津波避難対策の充実

・各種防災対策に事前防災の視点を追加

・防潮堤、水門設置、河川堤防かさ上げ強化を推進

・住宅耐震補強、家具固定化、地震保険加入を推進

・砂防事業、河川改修を促進して風水害対策を強化

・県民を守る防災技術の開発支援

・旧白浜空港跡地に災害救援施設の建設

・高速道路の紀伊半島一周、有田白浜間の 4 車線化を促進

・京奈和自動車道の早期完成と第二阪和国道までの延伸

・川筋ルート、府県間道路の整備促進

・新幹線に直結するフリーゲージトレインの導入

・関西国際空港の機能強化、南紀白浜空港の国際線誘致など高度利用

・津波浸水想定区域などで遅れている市町の地籍調査促進

南海地震や洪水から県民を守ります！  
提案
④

遠い和歌山の解消  
提案
⑤
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・「部落差別の解消の推進に関する法律」の早期成立

・不妊治療の支援の充実

・子育て支援で合計特殊出生率向上

・保育士、介護職の処遇改善

・県内どこでも必要な医療が受診できる地域医療の充実

・高齢者雇用や健康増進対策の充実

・医師など医療人材の確保、養成

・地域包括ケアシステムの充実

・増え続ける介護保険料の減額対策

・検診率向上や拠点病院整備などがん対策の充実

・高齢者の運転免許返納推進と連動した移動、買物支援

・汚水処理人口普及率の全国下位（46 位）脱却

・障害者福祉の推進

・県民を脅かす犯罪の抑止

・空き家対策の促進

・女性が活躍できる県づくり

県民の暮らしを守ります  
提案
⑥
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・大学生等の奨学金制度の充実

・大学設置で地元大学進学率最下位脱却

・学力テストの向上対策

・偉人、ふるさと教育を充実して故郷を愛する子供教育

・スクールカウンセラー充実などで、いじめ・不登校を一掃

・平成 33 年度国民文化祭の和歌山県開催を推進

・地域が必要とする技術者などの人材の育成

・子供の基礎体力向上とスポーツの振興

教育の充実  
提案
⑦



平成 28 年 6 月発行

このパンフレットは政党の自由な政治活動であって、選挙期間中でも自由に配布できます。


